
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　   　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

林業労働災害防止対策 補助金

労働災害の防止を図るために実施する、以下の事業
について補助
補助率　3/4
・安全衛生指導員等による現場巡回指導
・労働安全衛生対策セミナーの開催
・蜂毒等の災害防止講習会の開催
・重大災害の原因分析、再発防止策の指導
・安全啓発活動の実施

825 825 780

予
算
額

前年度繰越

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

920 825 780
73

（過去5
年平均)

25年度 26年度

当初予算

1,196

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

林業の職場が安全で快適なものとなることをめざして、林業の労働安全衛生対策を推進することにより、労働災害の防止を図る。

目標に対
する成果
の状況

　現場の巡回指導やセミナーの開催等の労働災害防止の取り組みにより、平成24年度末の目標件数より減少となったが、全国的に林業
における発生率は他産業に比べて依然として高い状況にある。

 概算事業費（B（A）+C） 2,022 1,746 1,651 1,606
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399 307 275 260

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

797 613 550 520

死傷者数

Aの
財源

920 825

概　算
人件費

0.10 0.10 0.10 0.10

826

1,196 920 825

826

合計（A) 780

H25事業実績
H25 H26

（当初） （決算） （当初）

780

成果目標の達成状況

項目

64 達成

県が関与
する理由

目指す姿

現状

県でなければ実施不可（法令等義務）

県民との協働による実施： 検討中

【左記の説明、根拠法令等】

森林・林業再生基盤づくり交付金交付要綱

林業の職場が安全で快適なものとなることをめざして、林業の労働安全衛生対策を推進することにより、労働災害の防止を図る。
目標：平成32年度　林業就業者数　3,000人

○林業現場における労働災害の発生率は、全産業中1位であり憂慮すべき状況にある。
現状：県内の林業労働災害による死傷者数　平成22年89人、平成23年71人

1,196

補正予算

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法

事業番号 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 林業労働災害防止対策事業 担
当
課

部局 林務部

1 林業再生の実現 実施期間 H2 ～

課・室 信州の木活用課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail ringyo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
１－４森林を活かす力強い林業・木材産業づくり

080210

○林業労働災害による死傷者数の減少

Ｈ25 H26
目標

H24末
（実績） 目標 成果 達成状況

減少

合計 825 825

減少
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